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1971年（昭和46年）10月
認可法人海洋科学技術センター設立

1977年（昭和52年）3月
『海洋科学技術センター試験研究報告』第1号発刊*

※研究成果の積極的な公表，普及を主眼とした．標題，要旨，図表に英文を併記し，国際的な技術交換にも効果を発揮
した．

1985年（昭和60年）8月
『「しんかい2000」研究シンポジウム特集』発刊**

※1983年（昭和58年）より，有人潜水調査船「しんかい2000」の研究調査が開始され，その深海調査研究成果を収録．
1991年（平成3年）の有人潜水調査船「しんかい6500」の調査潜航開始に合わせて，1992年（平成4年）発行号からは
『しんかいシンポジウム報告書』に，1994年（平成6年）発行号からは『JAMSTEC深海研究』に誌名変更．

2004年（平成16年）3月
『海洋科学技術センター試験研究報告』第49号（最終号）発行
『JAMSTEC深海研究』第24号（最終号）発行

2004年（平成16年）4月
独立行政法人海洋研究開発機構発足

2005年（平成17年）3月
『JAMSTEC Report of Research and Development (JAMSTEC-R)』vol. 1創刊***

※『海洋科学技術センター試験研究報告』と『JAMSTEC深海研究』を統合した英文論文誌として刊行．JAMSTECが関
わる最先端の研究開発を国際的に広く伝えるものを目指した．

2008年（平成20年）11月
『JAMSTEC-R』vol. 8発行
※編集委員会を設置し，日本語・英語投稿が可能な査読付き学術誌に刷新．
投稿原稿の種類は，原著論文（Original paper），総説（Reviews），報告（Report）．

2009年（平成21年）3月～12月
『JAMSTEC-R』vol. 9 no. 1～no. 3（Special Edition）発行
『JAMSTEC-R』Special Issue発行

2011年（平成23年）11月
『JAMSTEC-R』vol. 13発行時に，J-STAGEでの電子版公開（当時はPDF形式のみ）を開始
※J-STAGEでの電子版公開により，掲載論文へのDOI付与を実現．
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2012年（平成24年）3月
『JAMSTEC-R』vol. 8～vol. 12およびSpecial Issueの，既刊分をJ-STAGEにて遡及公開
※査読誌に刷新後の発行分を全て公開し，以降は発行後順次公開．

2013年（平成25年）7月
『JAMSTEC-R』vol. 16より，J-STAGEでの電子版を，全文HTML形式にて公開開始

2015年（平成27年）4月
国立研究開発法人海洋研究開発機構に名称変更

2017年（平成29年）4月
投稿原稿の種類に，データ論文（Data paper）を新設
※研究データのオープン化やオープンサイエンスの動向に対応．

2019年（平成31年）3月
『JAMSTEC-R』vol. 28発行をもって終刊

誌名変遷について
JAMSTECの研究状況の変化に呼応し，目的に合った誌名がその都度使われてきた．以下にその変遷を列挙する．

* 海洋科学技術センター試験研究報告 1号～49号 （1977–2004年）

** 「しんかい2000」研究シンポジウム特集 1回 （1985年）
「しんかい2000」研究シンポジウム 2回～3回 （1986–1987年）
「しんかい2000」研究シンポジウム報告書 4回～7回 （1988–1991年）
しんかいシンポジウム報告書 8回～9回 （1992–1993年）
JAMSTEC深海研究 10号～14号 （1994–1999年）
Deep Sea Research in Subduction Zones,

Spreading Centers and Backarc Basins Special Volume （1997年）
JAMSTEC深海研究．I,生物学編 15号～16号 （1999–2000年）
JAMSTEC深海研究．II,地質学・地球化学・

地球物理学・潜航調査編 15号～16号 （1999–2000年）
JAMSTEC深海研究 17号～24号 （2000–2004年）

*** JAMSTEC Report of Research and Development vol. 1～vol. 28 （2005–2019年）

電子版閲覧サイトについて
1. 上記全ての刊行物のPDF版が閲覧できるサイトは以下のとおり．

JAMSTEC文書カタログ：
http://www.godac.jamstec.go.jp/catalog/doc_catalog/j/index.html

2.「JAMSTEC-R」のvol. 8～vol. 28が閲覧できるサイトは以下のとおり．
J-STAGE：
https://www.jstage.jst.go.jp/browse/jamstecr/-char/ja/
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